
2023/11/10 20:40 ⽇本経済新聞電⼦版  321⽂字 

中外炉⼯業の⼤型試験炉

中外炉⼯業、熱技術創造センターが完成 脱炭素技術磨く

 中外炉⼯業は10⽇、新設した研究所「熱技術創造センター」
（堺市）の竣⼯式を開いた。⽔素やアンモニアを燃焼させる炉
や、⾞載電池や半導体部材向けの熱処理設備を設けた。試験⽤
としては国内最⼤級の炉も設置する。脱炭素に関連する研究開
発のスピードを早める。

 組み⽴て⼯場や資材置き場などとして使われていた⼟地を有
効活⽤する。熱技術創造センターの新設に合わせて周辺の研究
所の設備も拡充。５つの研究所で計29基の設備を持つことにな
った。

 中外炉⼯業は⾃動⾞や鉄鋼向けの⼯業⽤炉などを⼿掛ける。
世界的な脱炭素の流れから、環境に配慮した熱処理設備の開発
を進める。

 竣⼯式には永藤英機堺市⻑も参加。「堺市に先進的な研究開発拠点が構築されることをうれしく思う」と語った。
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